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インフラにおける建設・管理の生産性向上を目指す取組みの一つとして BIM/CIM の導入が進められて

いる．BIM/CIM を導入するためにはコンピュータ上のサイバー空間に 3 次元のデジタルモデルを作成する

必要があるものの，3 次元モデルの作成には多くの労力を要することが課題となっている．本論文では，

高速道路における標識，防護柵，ボックスカルバート，自家発電装置の 4 つの施設を対象に，パラメトリ

ックモデルによる 3 次元モデルを作成し，その有効性について考察した． 

 

     Key Words: BIM/CIM ， 3-dimension model ，  parametric model ， highway road facilities ，
improvement of construction productivity 

 

 

1. はじめに 

 

 我が国は，今後，人口減少と少子高齢化に伴い，労働

力が急激に不足すると見込まれている．特に，建設業で

は労働力不足による生産性の低下が懸念されており，幅

広い年代で担い手の確保や生産性の向上が必要と考えら

れている 1)．このような背景を踏まえて，国土交通省で

はインフラの建設・管理の生産性を向上させる方策の一

つとしてBIM/CIMの導入を進めている． 

BIM/CIM（Building/ Construction Information Modeling, Man-

agement）とは，コンピュータ上に作成した 3 次元の形

状情報（3 次元モデル）に加え，構造物及び構造物を構

成する部材等の名称，形状，寸法，物性及び物性値（強

度等），数量，そのほか付与が可能な情報（属性情報）

とそれらを補足する資料（参照資料）を併せ持つ構造物

に関連する情報モデル（BIM/CIM モデル）を構築し，

BIM/CIM モデルに内包される情報を管理・活用するこ

とと定義されている 2)．国土交通省は BIM/CIMの導入を

推進するため，建設・管理の各段階において適用又は参

照する BIM/CIM に関する基準・要領等を策定し，ウェ

ブサイトにて公開している 3)． 

インフラの建設・管理に BIM/CIM を導入して生産性

を向上させるためには，コンピュータ上のサイバー空間

に 3次元のデジタルモデルを作成する必要がある．しか

し，コンピューターによる 3次元モデルの作成には時間

と労力を要することが BIM/CIM を導入する際の障害の

一つになっている． 

この課題に対する解決策の一つに，パラメトリックモ

デルと呼ばれる手法がある．パラメトリックモデルとは，

あらかじめ定義されたテンプレートに寸法等の値（パラ

メータ）を入力することにより，3 次元モデルを簡単に

作成又は修正できるモデルのことである 4)． 

本論文では，中日本高速道路（以下，「NEXCO 中日

本」という．）における標識，防護柵，ボックスカルバ

ート，自家発電装置の 4 つを対象に，Autodesck 社のソ

フトウェアを使用してパラメトリックモデルによる 3次

元モデルを作成し，パラメトリックモデルの有効性につ

いて検討した． 

 

 

2. 対象施設と使用ソフトウェア 

 

(1) 対象施設 

パラメトリックモデルの有効性検討に用いた施設とソ

フトウェアを表-1 に示す．パラメトリックモデルの有

効性検討は，NEXCO 中日本における道路施設のうち，

標識，防護柵，ボックスカルバート，自家発電装置の 4

つを対象とした．これらの標準図 5)- 7)からパラメトリッ

土木情報学シンポジウム講演集 vol.46 2021 

- 129 -

（33） 



 

 

クモデルとし

元パラメトリ

クモデルの作

 

(2)  ソフトウ

パラメト

AutoCAD，C

した．ここで

ているソフト

3次元モデル

のモデル作成

フラの 3 次

は建築の BIM

デル作成によ

また，これ

ており，Auto

ルの構成要素

ット）するこ

る機能であり

ることを目的

グツールであ

 

 

3.  パラメ

 

(1)  標識 

標識のパラ

3 つを対象に

て検討した．

a)  制約条件

標識は，い

高さが 5m で

デルの制約条

たすように，

なる支柱長さ

標示する内容

より，標識の

「標識板のタ

2 つのパラ

りベースプレ

施設 

標識 
防護柵 

ﾎﾞｯｸｽｶﾙﾊﾞｰ

自家発電装

して変化させ

リックモデルの

作成と操作にお

ウェア 

リックモデル

Civil 3D，Revit

で，AutoCADは

トウェアであ

ルも作成するこ

成に特化したソ

次元モデル作成

IM ソフトウエ

よく使用されて

れらのソフトウ

toCADのダイナ

素（ブロック）

ことにより，外

り，ダイナモ

的として開発さ

ある． 

トリックモデ

ラメトリックモ

に，AutoCAD の

 

件とパラメータ

いずれの標準図

であったことか

条件とした．標

道路脇の切

さが表示されて

容毎に複数のタ

のパラメトリッ

タイプ」の 2つ

ラメータのうち

レートから下横

表-1 対象施

使用ソフ

AutoCA
Civil 3

ｰﾄ 
AutoCA

Revi
装置 Revi

るパラメータ

の作成を通じ

おける留意点

ルの検討には

t の 3 つのソ

は 2次元図面

るが，3 次元座

ことができる．

ソフトウェア

成によく使用

エアであり，建

ている． 

ウェアには様

ナミックブロ

）に条件を付

外観や動作が

とは，だれで

されたビジュ

デルの作成と

モデルは，F 型

のダイナミッ

タの設定 

図も路面から標

から，これを

標識の標準図

り・盛り勾配

ていた．また

タイプが設定

ックモデルは

つをパラメー

ち，支柱の長

横梁中心まで

施設と使用ソフ

フト 

AD ﾀﾞ

3D ﾀﾞｲﾅﾓ

AD ﾀﾞ

it 
it ﾌ

ーを設定し，

て，パラメト

を確認した．

は， Autodesk

フトウェアを

面に作成に使用

座標を有して

Civil 3Dは 3

であり，土木

されている．

建築物の 3 次

様々な機能が備

ックは 3次元

与（パラメー

コントロール

も簡単に使用

アルプログラ

と留意点 

型，T 型，門

クブロックを

標識板下端ま

パラメトリッ

にはこの条件

配に応じて 3つ

，標識板の寸

定されていた．

「支柱の長さ

タとした． 

さは数値入力

の柱部長さを

フト 

機能 

ﾞｲﾅﾐｯｸﾌﾞﾛｯｸ 
ﾓ，ﾀﾞｲﾅﾐｯｸﾌﾞﾛｯ

ﾞｲﾅﾐｯｸﾌﾞﾛｯｸ 
拘束 

ﾌｧﾐﾘ，ｺﾈｸﾀ 

3 次

トリッ

 

社の

を使用

用され

ており

3次元

木イン

Revit

次元モ

備えら

元モデ

ータセ

ルでき

用でき

ラミン

門型の

を用い

までの

ックモ

件を満

つの異

寸法は

これ

さ」と

力によ

を任意

に変

とし

し，

b) 

Au

のパ

トリ

標示

この

板タ

るこ

c) 

標

Auto

XY

が設

モデ

を作

し，

3 次

イプ

では

3 次

ファ

 

(2) 

防

Gr-A

ック

a) 

防

柱間

メー

ｯｸ 

変更できる可変

し，標示板は寸

プルダウンで

 パラメトリッ

AutoCAD のダイ

パラメトリック

リックモデルで

示タイプに応じ

のモデルを用い

タイプを有する

ことができる．

留意点 

標識のパラメ

oCAD は元々2

平面でなけれ

設定できないこ

デルを作成する

作成し，ダイナ

標識板を選定

次元空間に配置

プを選定できる

は，可視パラメ

次元モデルがパ

ァイルのデータ

 防護柵 

防護柵（ガード

A 種，Gr-SB 種

クブロックとダ

制約条件とパ

防護柵のパラメ

間隔，③設置延

ータとした．予

図-1 標識

変パラメータ

寸法の異なる標

で選定できる可

ックモデルの作

イナミックブ

クモデルを図

では，入力値に

じた標識板を選

いることにより

る標識の 3次元

 

トリックモ

2 次元 CAD の

ればダイナミッ

ことが判明した

る際，XY 平面

ナミックブロッ

定した後，Z

置する必要があ

るように設定し

メータとして設

パラメトリック

タ量が大きくな

ドレール）のパ

種の 2 つを対象

ダイナモを用い

パラメータの設

メトリックモデ

延長，④設置線

予め防護柵のタ

識（F型）のパラ

（ストレッチ

標示板のタイ

可視パラメー

作成 

ブロックにて作

図-1 に示す．標

に応じて柱部長

選定できるこ

り，任意の柱部

元モデルを短

モデルの作成

のソフトウェ

ックブロック

た．標識のパ

面にて標識の

ックにて柱部

（高さ）方向に

あった．また，

したパラメト

設定したすべ

クモデルに付与

なることが判

パラメトリッ

対象に，Civil 3D

いて検討した

設定 

デルでは，①

線形，⑤向き

タイプ（Gr-A

ラメトリックモ

・パラメータ

プを予め設定

タとした． 

作成した標識

標識のパラメ

長さを変更し

とを確認した

部長さと標識

時間で作成す

成を通じて，

アであるため

のパラメータ

ラメトリック

3 次元モデル

の長さを可変

に回転させて

，標識板のタ

リックモデル

ての標示板の

与されるため

明した． 

クモデルは，

D のダイナミ

． 

タイプ，②支

の 5つをパラ

種又は Gr-SB

 
モデル 

タ）

定

識

し，

た．

識

す

め，

ル

変

て

ル

の

め，

支

ラ

B

- 130 -



 

 

種）の 3次元

て 2m 又は 4

クでは防護柵

きる可視パラ

る可変パラメ

b)  パラメト

Civil 3D の

した防護柵の

イプの防護柵

を確認した．

c) 留意点 

防護柵のパ

ナミックブロ

延長はパラメ

設置線形は直

ないことと，

きないことが

項の a)に示し

コードを変え

ナモのビジュ

ただし，ダイ

ためには初め

ある．現在で

英語のみであ

には最初のプ

に留意する必

 

(3) ボックス

ボックスカ

図の C-BX-5

クブロックと

した． 

a) 制約条件

ボックスカ

図-2 

ダ

元モデルを登録

4m のどちらか

柵のタイプと支

ラメーターと

メータとした．

トリックモデル

のダイナミック

のパラメトリッ

柵の 3次元モデ

  

パラメトリック

ロックでは防護

メトリックに変

直線のみで曲線

梁（ガードレ

が判明した．一

した 5つのパラ

えることによ

ュアルプログ

イナモにてパラ

めに必要な機能

ではダイナモの

あり，パラメ

プログラミング

必要がある． 

スカルバート 

カルバートのパ

5.00×5.00 を対

と Revit の拘束

件とパラメータ

カルバートのパ

防護柵のパラメ

ダイナモのビジ

録し，支柱間

かとした．ダ

支柱間隔はプ

し，設置延長

 

ルの作成 

クブロックと

ックモデルに

デルを短時間

クモデルの作

護柵のタイプ

変更すること

線を含む任意

レールの横板

一方，ダイナ

ラメータはい

り変更するこ

グラミングの例

ラメトリック

能をプログラ

のプログラミ

トリックモデ

グにスキルと

パラメトリッ

対象に，AutoC

束と呼ばれる機

タの設定 

パラメトリッ

メトリックモデ

ジュアルプログラ

隔は標準図に

イナミックブ

プルダウンで選

は任意に変更

ダイナモにて

よって，異な

で作成できる

作成を通じて，

，支柱間隔，

ができるもの

の線形に変更

）の向きを変

モを用いれば

ずれもプログ

とができた．

例を図-2 に示

モデルを作成

ミングする必

ングマニュア

ルを作成する

時間を要する

クモデルは，

CAD のダイナ

機能を用いて

クモデルでは

デルを作成した 

ラミング 

に従っ

ブロッ

選定で

更でき

て作成

なるタ

ること

ダイ

設置

のの，

更でき

変更で

ば，前

グラム

ダイ

示す．

成する

必要が

アルは

るため

ること

標準

ナミッ

て検討

は，延

長を

両端

標準

スカ

11.07

ック

と呼

両端

b) 

Au

クス

これ

パラ

部の

端以

オブ

が必

c) 

ボ

延長

自動

その

た，

Auto

Revi

 

(4) 

自

型と

MEP

る機

a) 

自

装置

 

をパラメータと

端の主筋，配力

準図の主筋間隔

カルバートの

75m から 11.2

クブロックの直

呼ばれる機能に

端の主筋が自動

 パラメトリッ

AutoCAD の直線

スカルバートの

れと Revit の拘

ラメトリックモ

の主筋を自動配

以外の主筋とせ

ブジェクトにて

必要鉄筋間隔以

留意点 

ボックスカルバ

長の変更に伴っ

動変更できる配

の他の鉄筋は手

Revit の拘束

oCAD のダイ

itの優位性は見

自家発電装置

自家発電装置の

と呼ばれる自家

P コンポーネ

機能を用いて検

制約条件とパ

自家発電装置の

置と燃料タンク

図-3 ボックス

とし，延長の変

力筋の配置を変

隔が 150mm ピ

の延長（パラ

275m までとし

直線状ストレ

によって必要か

動配置されるよ

ックモデルの作

線状ストレッ

のパラメトリ

拘束にて作成し

モデルによって

配置できること

せん断補強筋は

て手動で作成し

以下となるよう

バートのパラメ

って端部の主筋

配筋は端部の主

手動で配置しな

にて対応でき

ナミックモデ

見られなかった

置 

のパラメトリッ

家発電装置の

ント（ファミ

検討した． 

パラメータの設

のパラメトリッ

ク（ファミリ）

スカルバートの

（AutoCAD

変更に伴って躯

変更できるか

ピッチであるた

ラメータ）の

し，AutoCAD

レッチペア，R

かぶりが確保

ようにした． 

作成 

ッチペアにて作

ックモデルを

したボックスカ

て，延長の変化

とを確認した

はブロック内部

し，端数は両端

うに手動で調整

メトリックモデ

筋を自動配置

主筋と配力筋

なければなら

きるパラメト

デルと同じで

た． 

ックモデルは

の標準図を対象

ミリ，コネクタ

設定 

ックモデルで

）の選択と配置

のパラメトリック

AD） 

躯体の外形，

を確認した．

ため，ボック

の変更範囲は

ではダイナミ

Revit では拘束

できるように

作成したボッ

を図-3 に示す

カルバートの

化に伴って端

．ただし，両

部の配列複写

端の鉄筋間隔

整した． 

デルによって

できるものの

のみであり，

なかった．ま

リック機能は

であり，特に

，パッケージ

象に，Revit の

タ）と呼ばれ

は，自家発電

置，及びこれ

 
クモデル

は

束

に

ッ

す．

の

端

両

写

隔

て，

の，

ま

は

に

ジ

の

れ

電

れ

- 131 -



 

 

らの接続（コ

置を設置する

料タンクが必

発電室を Re

て作成した発

た．また，自

をコネクタに

b)  パラメト

Revit の M

によって作成

を図-4 に示す

クのタイプを

確保して配置

管の配管のタ

なお，自家発

め，このパラ

と給油管の高

c) 留意点 

Revit は建築

装置のような

束等の条件を

元モデルをパ

ほど大きくな

元 CAD と異

（絶対座標）

次元モデルを

標を合わせる

 

 

4. パラメ

 

 パラメトリ

よって容易に

の，パラメト

図-4 自家

コネクタ）をパ

る発電室の寸法

必要離隔を確保

evit の建築モデ

発電装置および

自家発電装置

にて接続した．

トリックモデル

MEP コンポーネ

成した自家発電

す．このモデ

を選定し，予め

置し，自家発電

タイプを選定

発電装置の給油

ラメトリックモ

高さを別途手動

築用の BIM ソ

な特殊な機器や

を予め手動で設

パラメトリック

ない．また，C

異なり，Revit

）の概念が無

を統合モデルに

る必要がある．

トリックモデ

リックモデルは

に 3次元モデル

トリックモデル

家発電装置のパ

パラメータと

法は，最大の

保して設置で

デルにて作成

び燃料タンク

と燃料タンク

 

ルの作成 

ネント（ファ

電装置のパラ

デルで自家発電

め設定した発

電装置と給油

して接続でき

油管は床下の溝

モデルでは床

動にて設定し

ソフトウェア

や部材につい

設定する必要

クに作成する

Civil 3D のよう

には世界測地

無いため，Revi

に組み込むた

 

デルの有効性

はパラメータ

ルを作成する

ルを作成する

パラメトリックモ

した．自家発

自家発電装置

きるように設

し，ファミリ

を発電室に配

を接続する給

ミリ，コネク

メトリックモ

電装置と給油

電室に必要離

タンクを結ぶ

ることを確認

溝に配管され

下の配管経路

た． 

であり，自家

てはファミリ

要があるため，

ことの優位性

うな土木用の

地系に基づく

it にて作成し

めには，手動

性に関する考

を変更するこ

ことができる

ためには予め

 
モデル（Revit） 

発電装

置と燃

設定し，

とし

配置し

給油管

クタ）

モデル

油タン

離隔を

ぶ給油

認した．

れるた

路に溝

家発電

や拘

3 次

性はさ

3 次

座標

した 3

動で座

考察 

ことに

るもの

め変更

させ

む必

準タ

デル

パラ

リッ

際の

を変

を個

リッ

る．

社に

パラ

デル

能や

 

 

5 
 
本

標識

象に

クモ

にお

た．

生産

であ

せて

き続

 

参考

1) 

2) 

3) 

4) 

5) 

6) 

7) 

8) 

 

 

せるパラメータ

必要がある．土

タイプをパラメ

ルを構築できる

ラメトリックモ

ックに変更させ

の制約条件から

変更して 3次元

個別に作成する

ックモデルの有

また，本検討

に限定したもの

ラメータや制約

ルの有効性を見

や操作性を十分

最後に 

本論文では，N

識，防護柵，ボ

に，Autodesk 社

モデルを作成し

おけるパラメト

3 次元モデル

産システムの生

あることから，

て，3 次元モデ

続き検討を進め

考文献 

国土交通省

115，2020. 
国土交通省

編 共通編，p
国土交通省:
<https://www
手 2021.6.1
国土技術政策

パラメトリッ

東日本高速道

西日本高速道

東日本高速道

西日本高速道

東日本高速道

西日本高速道

設計図集，2
井上裕司，宮

設の 3 次元

有効性に関す

演集，Vol. 4

タや拘束等の制

土木は個別に設

メトリックに変

る施設は必ずし

モデルを作成す

せるパラメータ

ら，パラメトリ

元モデルを作成

る場合に要する

有効性を見極め

討では使用する

のの，ソフトウ

約条件が異なる

見極めるために

分把握すること

NEXCO 中日本

ボックスカルバ

社のソフトウェ

し，BIM/CIMに

トリックモデル

ル作成の効率化

生産性向上にお

別報 8)に示す

デルを効率的に

める． 

：令和 2 年版

：BIM/CIM 活
pp.3，2021. 

BIM/CIM 関連

w.mlit.go.jp/ tec
14). 
策総合研究所

ックモデルの考

道路株式会社，

道路株式会社

道路株式会社，

道路株式会社

道路株式会社，

道路株式会社

2005. 
宮城大助，武内

モデル作成に

する一考察，土

46，2021.（投稿

制約条件をモデ

設計される施設

変更させるこ

しも多くない

する際は，最初

タやパラメー

リックモデル

成する場合と

る労力を比較

めることが重要

るソフトウェ

ウェアによっ

るため，パラ

には，各ソフ

とが重要であ

本の標準図に示

バート，自家発

ェアを用いてパ

に用いる 3次元

ルの有効性につ

化は，BIM/CIM

おける重要な

す設計テンプ

に作成する手法

版 国土交通

活用ガイドライ

連 基準要領

c/ tec_fr_00007

：データ交換

考え方（素案）

，中日本高速

：標識標準図集

，中日本高速

：防護柵標準図

，中日本高速

：ボックスカ

内雄司，宮澤

における設計テ

土木情報学シ

稿中） 

デルに組み込

設が多く，標

とで 3次元モ

．そのため，

初にパラメト

タを変更する

のパラメータ

3次元モデル

し，パラメト

要と考えられ

アを Autodesk

て設定可能な

メトリックモ

トウェアの機

る． 

示されている

発電装置を対

パラメトリッ

元モデル作成

ついて考察し

M による建設

テーマの一つ

レートと合わ

法について引

白書，pp.108-

ン（案）第 1

領等 （R3.3）
79.html>，(入

を目的とした

），2021. 
道路株式会社

集，2011. 
道路株式会社

図集，2011. 
道路株式会社

ルバート標準

啓之：道路施

ンプレートの

ンポジウム講

込

標

モ

る

タ

ル

れ

k

な

モ

機

る

対

ッ

成

し

設

つ

わ

引

-

 

，

入

た

社，

社，

社，

準

施

の

講

- 132 -



 
 
    
   HistoryItem_V1
   AddNumbers
        
     範囲: 全てのページ
     フォント: Times-Roman 10.0 ポイント
     オリジナル: 中央下
     オフセット: 横方向 0.00 ポイント, 縦方向 28.35 ポイント
     前置文字列: - 
     後置文字列:  -
     レジストレーションカラーを使用: いいえ
      

        
     1
     0
      -
     BC
     - 
     1
     129
     TR
     1
     0
     746
     276
    
     0
     1
     10.0000
            
                
         Both
         1695
         AllDoc
         2140
              

       CurrentAVDoc
          

     0.0000
     28.3465
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0g
     QI+ 3
     1
      

        
     0
     4
     3
     4
      

   1
  

 HistoryList_V1
 qi2base



